第6号様式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載例

　　年　　月　　日　

事業計画書

大垣市かみいしづ緑の村公園及び関連施設及び大垣市山村体験宿泊施設奥養老の管理運営に係る事業計画を次のとおり提案します。

第１章　平等な利用の確保								　　
１　施設の性格や設置目的・役割の理解
　本施設は、「大垣市〇〇〇条例」に基づき、地域の発展向上と住民の福祉増進を図るため、豊かな自然と美しい緑を活用した市民活動や体験学習、憩いと交流の場として設置された公の施設です。
[bookmark: _GoBack]また、「大垣市〇〇〇条例」に基づき、市民の福祉増進を図り、豊かな自然と美しい緑に親しむ場を提供することを目的とした〇〇〇施設でもあります。
本施設は地方自治法に基づき、指定管理者制度により管理運営されるものであり、公の施設としての公共性・公益性を最大限に発揮することが求められます。
当団体は、上記を達成するため、以下の方針に基づき管理運営にあたります。
⑴　公共性の確保：本施設が市民全体の財産であることを認識し、特定の個人・団体に偏ることなく、公平・公正な運営を実施します。
⑵　設置目的の具現化：〇〇〇〇を活かした体験学習・市民活動・交流イベントの充実を図り、施設の存在意義を高めます。
⑶　法令遵守：条例・規則・市長の定めるところに従い、適正な管理運営を徹底します。

２　平等な利用の確保
全ての市民が年齢・性別・障害の有無等にかかわらず平等に施設を利用できるよう、以下の取り組みを実施します。
	区分
	具体的取り組み

	高齢者・障害者対応
	車いす対応スロープ・手すりの点検整備、視覚・聴覚障害者への情報提供（多様な媒体活用）、スタッフへの接遇研修実施

	子ども・子育て世帯
	ベビーカー対応通路の整備、授乳スペースの確保、子ども向けプログラムの充実

	経済的配慮
	利用料金の減免制度を適切に運用し、必要な方が利用できる環境を維持

	情報アクセス保障
	ホームページ・SNS等を活用したわかりやすい情報発信、施設案内のユニバーサルデザイン化




３　関係機関・地域との連携
施設が立地する〇〇〇地域の活性化と課題解決に貢献するため、次の連携体制を構築します。
⑴　大垣市との連携
定期的な業務報告・協議の場を設け、市の施策方針に沿った運営を実施します。
⑵　地域団体・自治会との連携
大垣市、自治会、農業団体等と協働し、地域の農業体験・収穫祭・文化行事等を企画・運営します。
⑶　学校・教育機関との連携
小中学校の体験学習・林間学校等の受入れを積極的に推進し、施設の教育的活用を図ります。
⑷　観光・商工団体との連携
大垣市観光協会・商工会議所等と連携し、広域観光ルートへの組み込みや物産販売等を通じた地域経済への貢献を目指します。

第２章　事業内容									　　
１　利用者ニーズの把握及び対応
利用者ニーズを継続的・多角的に把握し、サービス改善に反映させるため、以下の仕組みを整備します。
⑴　利用者アンケートの実施：来園・宿泊・各種施設利用後に紙・QRコード双方でアンケートを実施し、年2回集計・分析します。
⑵　ヒアリング・意見箱の設置：施設内に意見箱を常設するほか、スタッフによる日常的な声かけを通じてリアルな声を収集します。
⑶　利用データの分析：月次・年次で施設別・季節別の利用者数・稼働率を集計し、プログラム内容や人員配置の改善に活用します。
⑷　改善サイクルの構築：収集した意見・データを管理者会議（月1回）で検討し、改善事項を明確化・実施・評価する仕組みを確立します。

２　サービス（事業）向上に向けた具体的な取組
⑴　体験プログラムの充実
〇〇・〇〇・農業体験・〇〇等、施設の特性を活かした多彩な体験プログラムを、年間を通じて実施します。特に閑散期（冬季）向けの魅力的なプログラムを新たに開発します。
⑵　〇〇サービスの向上
〇〇の〇〇料金は条例別表第〇に基づき適正に設定しつつ、食事内容の地元食材活用・おもてなしの充実により満足度向上を図ります。
⑶　施設環境の整備
清掃・美化活動を徹底し、快適で清潔な施設環境を維持します。
⑷　スタッフの接遇向上
定期的な接遇研修を実施し、利用者が「また来たい」と感じるホスピタリティを提供します。

３　利用者増加に向けた具体的な取組
⑴　ターゲット層の設定
①ファミリー層（自然体験・農業体験）、②シニア層（〇〇〇〇・健康づくり）、③学校・企業（研修・体験学習）、④インバウンド・遠距離利用者（〇〇・体験）の4層を重点ターゲットとして設定します。
⑵　季節イベントの開催
春の山菜採り体験、夏の〇〇教室・キャンプ、秋の収穫祭・紅葉ウォーク、冬の〇〇・〇〇体験など、四季折々のイベントを企画します。
⑶　学校・企業の積極誘致
近隣市町村の学校・企業に対し、体験学習・研修プログラムの提案型営業を実施します。
⑷　リピーター育成
スタンプカード・会員制度等を導入し、リピーター獲得につなげます。

４　広報活動の実施計画
	媒体
	内容
	頻度・時期
	ターゲット

	公式ホームページ
	イベント情報・施設案内・予約受付
	随時更新
	全利用者

	SNS（Instagram・Facebook）
	施設の四季の風景・体験の様子・イベント告知
	週2〜3回投稿
	若年層・ファミリー

	広報おおがき
	季節のイベント・体験プログラム案内
	年4回（各季節）
	市内全世帯

	チラシ・ポスター
	主要イベントの告知
	イベント1か月前から配布
	近隣市町村

	旅行会社・観光サイト連携
	じゃらん・るるぶ等への掲載
	随時
	県内外・遠距離利用者

	学校・企業向け案内
	体験プログラム・研修受入れ案内送付
	年2回（4月・9月）
	学校・企業担当者






第３章　適切な管理運営									　　
１　施設の維持管理業務の内容
常に良好な状態での管理に向け、次の維持管理体制を整備します。
	点検区分
	対象
	実施周期
	記録方法

	日常点検
	施設全般（清掃・設備稼働・異常確認）
	毎日（開館前・閉館後）
	日常点検簿に記録

	定期点検
	遊具・〇〇〇・テニスコート等
	月1回
	定期点検報告書

	法定点検
	消防設備・電気設備・給排水設備等
	法令規定に従い実施
	法定点検記録簿

	特別点検
	台風・地震等災害後
	必要時
	臨時点検報告書


その他の取り組み
⑴　修繕計画の策定
設備の劣化状況を把握し、計画的な修繕・更新を市と協議しながら実施します。
⑵　長寿命化への取り組み
定期的な塗装・防腐処理・設備保守を徹底し、施設の長寿命化を図ります。
⑶　記録の保管
点検・修繕記録はデジタルデータとして整理・保管し、市への報告・引継ぎに対応できる体制を整えます。

２　計画事業（サービス）量の妥当性
⑴　計画事業（サービス）量
	事業区分
	年間計画量
	根拠

	体験プログラム実施回数
	50回以上
	前指定管理期間の実績（年間約45回）＋新規プログラム追加

	〇〇受入れ（〇〇者数）
	2,000人以上
	過去実績を踏まえた現実的な目標値

	研修室・セミナーホール稼働率
	40%以上
	類似施設の稼働実績を参考に設定

	イベント開催回数
	年12回（月1回以上）
	人員配置（常勤○名・パート○名）により実施可能


上記の事業量は、当団体の人員（管理責任者1名・常勤スタッフ○名・パートタイムスタッフ○名）と、類似施設での管理運営実績に基づき、確実に実施可能な数値として設定しています。

⑵　事業実施計画
	事業名
	内容
	対象者
	実施時期
	収支見込
（年間）

	〇〇体験プログラム
	〇〇・〇〇・〇〇・〇〇体験等
	ファミリー・一般
	通年（季節別）
	収入：○○万円経費：○○万円

	〇〇体験・収穫祭イベント
	〇〇を活用した〇〇〜収穫体験・収穫祭開催
	子ども・ファミリー
	春〜秋
	収入：○○万円経費：○○万円

	研修・合宿プログラム
	企業研修・学校合宿・スポーツ団体合宿の誘致
	企業・学校・団体
	通年
	収入：○○万円経費：○○万円

	〇〇〇イベント
	〇〇〇施設（活用したアウトドアイベント
	アウトドア愛好者
	R〇
春〜秋
	収入：○○万円経費：○○万円



３　市の目指す方向との整合性
大垣市の「未来ビジョン」および関連個別計画（大垣市〇〇振興計画・〇〇〇地域振興計画等）が掲げる次の施策方針と、本管理運営計画は高い整合性を有しています。
⑴　地域資源の活用と観光振興
豊かな自然環境・体験施設を活用したグリーンツーリズムの推進
⑵　少子化対策・子育て支援
子どもが自然の中で体験・学習できる場の提供
⑶　高齢者の健康・生きがい推進
〇〇〇〇〇・散策コース等を通じた健康増進
⑷　地域コミュニティの活性化
地域住民・団体との協働による上石津地区の活力創出
⑸　行財政の効率化
適正な指定管理料のもと、民間のノウハウを活かした効率的な施設運営

第４章　健全化・効率化への取組								　　
１　指定管理料の積算根拠
⑴　指定管理料（年度別）
					（単位：円）
	年度
	指定管理料（円）

	令和○年度
	○,○○○,○○○

	令和○年度
	○,○○○,○○○

	令和○年度
	○,○○○,○○○

	令和○年度
	○,○○○,○○○

	令和○年度
	○,○○○,○○○

	合計
	○○,○○○,○○○



⑵　積算内訳（主要経費）
									　　　（単位：円）
	経費区分
	年間金額（円）
	内容

	人件費
	○,○○○,○○○
	管理責任者1名・常勤スタッフ○名・パート○名

	光熱水費
	○○○,○○○
	電気・ガス・水道

	清掃・警備委託費
	○○○,○○○
	専門業者への外部委託分

	修繕費
	○○○,○○○
	計画修繕

	消耗品費
	○○,○○○
	体験プログラム材料・事務用品等

	保険料
	○○,○○○
	施設賠償責任保険等

	広報・広告費
	○○,○○○
	HP管理・チラシ作成・SNS運用等

	一般管理費ほか
	○○○,○○○
	

	合計
	○,○○○,○○○
	



２　収入増加・経費削減への取組
⑴　自主事業収入の拡大
体験プログラム参加費・イベント収益・農産物直売所売上拡大により、自主財源の確保を図ります。
⑵　光熱水費の削減
LED照明への切り替え・省エネ設備の活用・節電ルールの徹底により、前期比○%削減を目標とします。
⑶　委託費の最適化
業務内容を精査し、内製化可能な業務は職員が担うことで委託費を抑制します。
⑷　空き室の活用
〇〇室（月額〇〇〇円）の目的外使用を有効活用し、施設の収益性向上と利便性確保を両立します。

３　収支計画（指定管理期間全体）
　　事収支予算書（第5号様式）のとおり。

第５章　業務遂行体制の確保								　　
１　人員配置・組織体制
⑴　組織体制図
[image: ]【組織体制図】











⑵　配置人員一覧
	役職
	人数
	主な資格・経験
	勤務形態

	管理責任者
	1名
	施設管理経験○年・普通自動車免許
	常勤（専任）

	施設管理担当
	○名
	危険物取扱者・施設管理経験
	常勤

	体験・事業担当
	○名
	自然体験指導・農業関連資格等
	常勤

	宿泊・接客担当
	○名
	調理師免許・接客経験
	常勤

	パートスタッフ
	○名
	窓口・補助業務経験
	パートタイム



２　職員の資質確保への取組
⑴　年間研修計画の策定
接遇研修（年2回）・安全管理研修（年1回）・救急救命講習（年1回）・個人情報保護研修（年1回）を計画的に実施します。
⑵　資格取得支援
業務に必要な資格（消防設備点検資格・救急救命士補助等）の取得を奨励し、受験費用の一部を法人が負担します。
⑶　OJT（職場内訓練）の実施
管理責任者が新人スタッフに対して業務マニュアルに基づくOJTを実施し、早期戦力化を図ります。
⑷　外部研修への参加
県・市主催の指定管理者向け研修・施設管理研修等に積極的に参加します。

３　業務改善への取組（PDCAサイクル）
	フェーズ
	内容
	実施時期

	Plan（計画）
	年度事業計画・目標値の設定
	年度始め（4月）

	Do（実施）
	計画に基づく管理運営・事業実施
	通年

	Check（評価）
	月次報告・半期評価・年次評価（利用者アンケート含む）
	月次・半期・年次

	Act（改善）
	評価結果に基づく業務マニュアル改訂・次年度計画への反映
	年度末（3月）


⑴　業務マニュアルの整備
全業務について標準化されたマニュアルを作成・整備し、年1回以上見直します。

第６章　危機管理等の体制確保								　　
１　利用者の安全対策・緊急時対応
⑴　日常的な安全点検
遊具・○○○○・テニスコート等の危険個所を毎日点検し、異常があれば即座に使用禁止・修繕対応します。
⑵　緊急時対応マニュアルの整備
事故・急病・火災・自然災害等の緊急事態に対応するマニュアルを整備し、全スタッフが把握・実践できる体制を構築します。
⑶　避難訓練の実施
年2回（火災・地震を想定）の避難訓練を実施し、利用者を含む避難誘導体制を確認します。
⑷　AED等の管理・訓練
AEDを施設内の適切な場所に設置・管理し、全スタッフが年1回以上の操作訓練を受講します。
⑸　緊急連絡体制の整備
消防・警察・市担当課・医療機関等の緊急連絡先を一覧化し、迅速な通報・報告体制を確保します。

２　個人情報保護・情報セキュリティへの取組
⑴　個人情報保護規程の整備
個人情報保護法および大垣市の関連規程に基づく個人情報取扱規程を整備・遵守します。
⑵　守秘義務の徹底
守秘義務を、全スタッフに対して入職時・定期研修で徹底周知します。
⑶　情報管理体制
宿泊予約・利用者情報等の個人データはパスワード管理・アクセス権限設定により厳重に管理します。
⑷　情報漏洩防止対策
USBメモリ等の外部記録媒体の使用制限、PC端末のウイルス対策ソフト導入、不要データの適正廃棄を徹底します。
⑸　コンプライアンス体制
法令違反や不正行為を未然に防ぐため、内部通報制度を設け、コンプライアンス遵守を組織全体で徹底します。

第７章　業務遂行能力の確保								　　
１　類似施設等の管理運営実績
	施設名
	施設種別
	管理期間
	主な実績・特記事項

	○○公園（○○市）
	自然体験型公園
	平成○年〜令和○年
	年間利用者数○万人・体験プログラム年50回実施

	○○宿泊研修センター
	宿泊・研修施設
	令和○年〜現在
	稼働率○%・利用者満足度80%以上を維持

	○○農業体験施設
	農業・体験施設
	令和○年〜令和○年
	学校体験学習年○校受入れ実績



２　団体の安定性・健全性
直近3期の財務状況は以下のとおりで、経営の安定性・健全性を有しています。
（単位：円）
	年度
	総資産
	純資産
	総収入
	総支出
	当期損益
	累積損益

	R○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○

	R○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○

	R○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○


また、法人税・消費税等の納税状況も適正であり、労働関係法令・社会保険等の法令遵守状況に問題はありません。

第８章　公益的活動の実績								　　
１　団体の公益的な活動実績
	活動名
	実施時期
	内容
	参加者数

	〇〇地区清掃活動
	毎年春・秋
	地域住民と協働した公園・周辺道路の環境美化活動
	延べ○名

	子ども自然体験教室（無償）
	毎年夏
	低所得世帯の子どもを対象とした無償自然体験プログラムの提供
	年間○名

	障害者グループの受入れ支援
	随時
	障害者福祉施設との連携による利用促進・バリアフリー対応
	年間○名

	地元農家との協働
	通年
	農産物直売所での地元農産物販売支援・農業体験企画
	○団体


これらの活動を通じ、施設の公益的な役割と地域貢献を継続的に実践してきました。

第９章　自主事業の実施計画								　　
１　施設を活用した自主事業の展開
	自主事業名
	内容
	対象者
	実施時期
	収支見込
（年間）

	四季の自然体験プログラム
	山菜採り・昆虫教室・紅葉ウォーク・炭焼き体験等
	ファミリー・一般
	通年（季節別）
	収入：○○万円経費：○○万円

	農業体験・収穫祭イベント
	学童農園を活用した栽培〜収穫体験・収穫祭開催
	子ども・ファミリー
	春〜秋
	収入：○○万円経費：○○万円

	研修・合宿プログラム
	企業研修・学校合宿・スポーツ団体合宿の誘致
	企業・学校・団体
	通年
	収入：○○万円経費：○○万円

	車中泊イベント（キャンプ連携）
	車中泊施設（1区画〇〇〇円）を活用したアウトドアイベント
	アウトドア愛好者
	春〜秋
	収入：○○万円経費：○○万円


これらの自主事業により、施設の魅力向上・利用者増加・自主財源確保を図り、指定管理料への過度な依存を抑制します。

第10章　目標指標									　　
【目標指標①】目標指標名：○○○○○						（単位：○）
	
	R○
	R○
	R○
	R○
	R○

	最低基準値
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○

	目標値
	
	
	
	
	



【目標指標②】目標指標名：○○○○○						（単位：○）
	
	R○
	R○
	R○
	R○
	R○

	最低基準値
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○
	○○○

	目標値
	
	
	
	
	



第11章　提案価格									　　


指定期間合計　　￥　　　　　　　　　　円（消費税込）

第12章　その他										　　
当団体は、大垣市〇〇〇地区の持続可能な地域づくりに貢献することを経営理念の一つとしており、本施設の管理運営を通じて、地域住民の生活の質向上・交流人口の拡大・地域経済の活性化に全力で取り組みます。
また、指定管理期間中に想定外の事態が発生した場合も、大垣市と密接に連携しながら柔軟かつ誠実に対応する姿勢を堅持します。
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